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試験の達人×合格コーチ 対談シリーズ

サクッと解答
～民法①～

第３回

リーダーズ総合研究所

を変幻自在に操って

具体⇄抽象

総論のおさらい
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☞総論編のおさらい①
受験勉強における基本知識の操縦法を２つの視点から把握し、具体

⇔抽象を必要とする意義を理解する

①（使える化）具体⇒抽象
（市販の）テキストや問題集は数多く存在するが、資格試験におい

てそれらの教材を使ってどのように基本知識（＝使える知識）を習得
すべきかについて理解する

⇒ 最初に使える知識の作られ方（＝受験指導校のノウハウ）を把
握した上で、試験合格に必要となる基本知識を記憶

②（解ける化）抽象⇒具体
試験問題を解くに際し、記憶した基本知識をどのように操って問題

（特に具体的事例問題）を解くべきかについて理解する
⇒ 問題文中の（隠された）テーマ・論点を検索し、当該テーマ等

に関連する知識を脳内から正確かつ迅速に引き出して解答

総論①

総論②
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☞総論編のおさらい②

 

理解 

集約 

記憶 

検索 

適用 

具体 

抽象 

具体 

帰納法 

演繹法

法 

使える化 

解ける化 

総論①
で扱う

総論②
で扱う
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問題○     に関する次の記述のうち、○○法の

規定及び判例に照らし、正しいものはどれか。 

１ 〇〇〇〇 

２ □□□□ 

３ 

４ 

５ 

テーマ

キーワード
条文・判例
図表・図解

検 索

適 用

☞問題を解く際の「正しい」思考プロセス

出題傾向
（民法総則）
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☞出題傾向①（民法総則）
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年

度

令

和

５

年

度

私権の主体（人・法人） ● ● ●

制限行為能力 ● ○ ●

法律行為・意思能力 ● ● ● ● ● ○ ● ●

代
理

代理一般 ●

無権代理・表見代理 ○ ●

無権代理と相続 ● ○

無効・取消し

条件・期限 ●

時効 ● ● ●

●：行政書士試験（択一式問題） ○：行政書士試験（記述式試験） 5

無権代理
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☞無権代理①－１（条文・判例別出題状況）

（１１４条関連）（１１３条関連）

7（解法ナビゲーション講座肢別ドリルより抜粋）

☞無権代理①－２（条文・判例別出題状況）

（１１７条関連）（１１５条関連）

8（解法ナビゲーション講座肢別ドリルより抜粋）
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☞無権代理①－３（条文・判例別出題状況）

（最判昭６２．７．７）

（解法ナビゲーション講座肢別ドリルより抜粋）9

☞無権代理②－１（まとめ表＝使えるツール）

本人の採りうる手段

①追認

本人が無権代理行為を追認すれば、本人に効果が帰属する。（１１３条１項）
無権代理行為であっても、本人にとって有利な場合もあるからである。追認は、別段の意思表示がない場
合、契約の時に遡ってその効力を生じる。（１１６条本文）ただし、第三者の権利を害することはできな
い。（１１６条ただし書）
なお、追認は、相手方に対してしなければ、その相手方に対抗することはできない。もっとも、相手方が
追認のあったことを知ったときは、対抗することができる。（１１３条２項）

②追認拒絶 本人が追認を拒絶すれば、無権代理行為は本人に効果帰属しない。

（重要ポイントノートより抜粋）

無権代理人の採りうる手段

無権代理人は表見
代理の成立を主張
し、自己の無権代
理人の責任を免れ
ることができるか

表見代理が成立する場合であっても、相手方は、無権代理人の責任を追及することができ、無権代理人は、表見代
理の成立要件を主張立証して、自己の責任を免れることは許されない。

（最判昭６２．７．７）
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☞無権代理②－２（まとめ表＝使えるツール）

相手方の採りうる手段

①催告権
本人が追認するか否かの態度を示していない場合、相手方は不安定な地位に置かれることになる。そこで、相手方
は、本人に対し、相当期間を定めて追認するか否かを確答すべき旨の催告をすることができる。この場合において、
本人が確答しない場合には、追認を拒絶したものとみなされる。（１１４条）

②取消権 善意の相手方は、本人が追認しない間、無権代理行為を取り消すことができる。（１１５条）

③表見代理の主張
①代理権授与表示による表見代理（１０９条）
②代理権踰越の表見代理（１１０条）
③代理権消滅後の表見代理（１１２条）

④無権代理人への
責任追及

ア 意義
無権代理人の責任は、相手方の保護と代理制度の信用保持のために法律が特別に定めた無過失責任である。
イ 要件（１１７条）
①他人の代理人として契約をしたこと
②代理人が自己の代理権を証明することができないこと
③本人の追認がないこと
④免責事由
ⅰ 他人の代理人として契約をした者が代理権を有しないことを相手方が知っていたとき
ⅱ 他人の代理人として契約をした者が代理権を有しないことを相手方が過失によって知らなかったとき。

ただし、他人の代理人として契約をした者が、自己に代理権がないことを知っていたときは、この限りでない。
ⅲ 他人の代理人として契約をした者が行為能力の制限を受けていたとき
ウ 効果
相手方の選択により、履行または損害賠償の責任を負う。（１１７条１項）
なお、このときの損害賠償の内容は、履行利益である。

11

債権法改正

債権法改正

（重要ポイントノートより抜粋）

☞無権代理③－１（解ける化－変換不要型問題編）

＜平成２３年司法試験問題＞
第３問 Ａが無権代理に関する次のアからオまでの各記述のうち，判例の趣旨に照らし正しい

ものを組み合わせたものは，後記１から５までのうちどれか。
ア．本人が無権代理人に対して無権代理行為を追認した場合でも，相手方は，その事実を知ら

なければ取消権を行使することができる。（１１３条２項）
イ．無権代理行為の相手方は，本人に対して相当の期間を定めて，その期間内に追認するか否

かを催告することができ，本人がその期間内に確答をしないときは，追認したものとみなさ
れる。（１１４条）

ウ．無権代理行為の相手方は，表見代理の主張をしないで，無権代理人に対し履行又は損害賠
償の請求をすることができるが，これに対し無権代理人は，表見代理の成立を主張してその
責任を免れることができる。（最判昭６２．７．７）

エ．無権代理人が本人を代理して第三者の貸金債務につき本人名義で連帯保証契約を締結した
後，本人が追認も追認拒絶もしないまま死亡し，無権代理人が他の者と共に本人を相続した
場合，他の共同相続人全員の追認がなくても，無権代理人が本人から相続により承継した部
分について，無権代理行為は有効となる。（最判平５．１．２１）

オ．無権代理人が本人所有の土地に抵当権を設定したため，本人が抵当権設定登記の抹消登記
請求訴訟を提起した後死亡し，無権代理人が本人を相続したとしても，無権代理行為は，有
効とならない。（最判平１０．７．１７）

１．アエ ２．アオ ３．イウ ４．イオ ５．ウエ
12

無
権
代
理

無
権
代
理
と
相
続

13

14



8

☞無権代理③－２（変換不要型解説編）

＜合格者の思考プロセス＞

●表示されたテーマから（法律構成を行い、）関係する諸法令の要件・効果
に当てはめて解答を導く

⇒ 無権代理に関する基本知識について、脳内の記憶を想起する（あの図表
ね！）。

（ワンポイント）
●本問は「組合せ問題」であることから、肢アを正しいと判断した段階で検討すべき
肢はエorオに絞られる。エorオは無権代理と相続に関する基本判例に関する知識問題
であり、肢エを正しくないと判断した段階で「２」を選択する

⇒ 合格者は知識量は少ないかもしれないが、基本知識は使いこなせるレベルまで完
璧に記憶しており、本問のような基本問題では迷わず短時間で正解を導いている（そ
の他の肢（本問ではイ・ウ・オ）を検討することによって時間を浪費しない、組合せ
問題の解き方の鉄則）

Ⅰ．問題処理力（正確性・迅速性）

＜解答＞ 「２」 13

☞無権代理④－１（変換型問題編）

＜平成２５年度行政書士試験問題＞
問４５ Ａは、Ｂに対し、Ｃの代理人であると偽り、Ｂとの間でＣを売主とする売買契約
（以下、「本件契約」という。）を締結した。ところが、ＣはＡの存在を知らなかった
が、このたびＢがＡ・Ｂ間で締結された本件契約に基づいてＣに対して履行を求めてき
たので、Ｃは、Ｂからその経緯を聞き、はじめてＡの存在を知るに至った。他方、Ｂは、
本件契約の締結時に、ＡをＣの代理人であると信じ、また、そのように信じたことにつ
いて過失はなかった。Ｂは、本件契約を取り消さずに、本件契約に基づいて、Ａに対し
て何らかの請求をしようと考えている。このような状況で、ＡがＣの代理人であること
を証明することができないときに、Ｂは、Ａに対して、どのような要件の下で（どのよ
うなことがなかったときにおいて）、どのような請求をすることができるか。「Ｂは、
Ａに対して、」に続けて、下線部について、４０字程度で記述しなさい（「Ｂは、Ａに
対して、」は、４０字程度の字数には入らない)。

14
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☞無権代理④－２（変換型問題編）

15

無権代理人Ａ

Ａは、Ｂに
対し、Ｃの
代理人であ
ると偽り

相手方Ｂ

④免責事由なし
Ｂは、本件契約の締結時に、Ａ
をＣの代理人であると信じ、ま
た、そのように信じたことにつ
いて過失はなかった。

本人Ｃ

（生の主張）
Ｂは、本件契約を取り消さず
に、本件契約に基づいて、Ａ
に対して何らかの請求をしよ
うと考えている。

売買契約（＝本件契約）

②ＡがＣの代理人であること
を証明することができない

①Ａは、・・・、Ｂとの間でＣ
を売主とする売買契約を締結し
た。

無権代理人の責任を追及するためには、要件①②④はクリアしており、
要件③本人の追認がないことが必要（「どのような要件の下で（どの
ようなことがなかったときにおいて）」との問題文の指示にも合致）

（効果）相手方の選択により、履行または損害賠償の責任を負う

代
理
権
授
与

行
為
な
し

☞無権代理④－３（変換型問題編）

●問題文に登場する個々の具体的情報を瞬時に法令用語等（＝抽象）に変換
しながら読める（問題を読む際に脳が思考停止しない）

⇒ 問題文１行目に「Ｃの代理人であると偽り」とあることから、無権代理
行為が行われた可能性を考える（問題文中、無権代理という法律用語は登
場しない）

●問題文を読んで当たりを付けたテーマ候補（本問では無権代理行為）から
迅速かつ正確に本テーマを絞り込んで法律構成を行う

⇒ 問題文６～７行目に「Ａに対して何らかの請求をしようと考えている」
としてＢの生の主張が記載されていることから、無権代理人に対する責任
追及（１１７条）を考える

Ⅰ．具体⇒抽象の変換力・テーマ検索力

＜合格者の思考プロセス＞

16
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☞無権代理④－４（変換型問題編）

●表示されたテーマから（法律構成を行い、）関係する諸法令の要件・効果
に当てはめて解答を導く

⇒ 無権代理人に対する責任追及について、脳内の記憶（あの図表ね！）を
想起し、要件・効果を検討する（要件①②④は問題文に記載）

（ワンポイント）
本問では、問題文中に「どのような要件の下で（どのようなことがなかったときにお
いて）」との指示があることから、③本人の追認がないことを要件として選択する
（問題文の指示には必ず従うこと）

Ⅱ．問題処理力（正確性・迅速性）

＜模範解答＞
ＡがＣの追認を得ることができなかったときは、履行又は損害賠償の請求
をすることができる。（４３字）

17

☞記述式解法プロセス（３段階モデル）

生の主張

法律構成（請求）

要件あてはめ

テーマ検索

法的三段論法

18

（生の主張）
Ｂは、本件契約を取り消さずに、本

件契約に基づいて、Ａに対して何らか
の請求をしようと考えている。

（法律構成）
無権代理人の責任追及

（要件あてはめ）
①他人の代理人として契約をしたこと ⇒問題文
②代理人が自己の代理権を証明することができないこと ⇒問題文
③本人の追認がないこと
④免責事由なし ⇒問題文

19
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記述式に
強くなる！

19

記憶法

21
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個々の知識が体系上どこに位置づくのかを整理した上で記憶（森⇒木⇒枝⇒葉の順
で記憶していくイメージ）

①追認
②追認拒絶

①催告
②取消し
③表見代理の主張
④無権代理人の責任追及

（具体例）

無権代理行為が行われた場合の本人、相手方が採りうる手段

森（論点）＝抽象

１．本人

２．相手方

木（大項目）＝抽象（具体）

枝（中項目）＝抽象（具体）

葉（知識）＝具体

※知識をバラバラのまま記憶せず、体系的に整理
した上で記憶

脳内の引き出しに
収納するイメージ

☞記憶法①（フレームワーク手法を活用した記憶術）

20

☞記憶法②（令和５年度本試験問題）

＜令和５年度行政書士試験問題＞
問題４６ Ａは、Ａが所有する土地上に住宅を建築する旨の建築請負契約（以下「本件契

約」という。）を工務店Ｂとの間で締結した。本件契約においては、Ｂの供する材料を
用い、また、同住宅の設計もＢに委ねることとされた。本件契約から６か月経過後に、
Ａは、請負代金全額の支払いと引き換えに、完成した住宅の引渡しを受けた。しかし、
その引渡し直後に、当該住宅の雨漏りが３か所生じていることが判明し、Ａは、そのこ
とを直ちにＢに通知した。この場合において、民法の規定に照らし、Ａが、Ｂに対し、
権利行使ができる根拠を示した上で、ＡのＢに対する修補請求以外の３つの権利行使の
方法について、４０字程度で記述しなさい。

＜模範解答＞
契約不適合責任を根拠に、報酬減額請求、損害賠償請求、契約の解除を主張する
ことができる。（４３字）

本問は、変換型問題であるが、木（＝契約不適合責任）、枝（＝
報酬減額請求、損害賠償請求、契約の解除）の知識だけで正解で
きる問題！ 21

23
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総論まとめ

☞具体⇔抽象まとめ（帰納法・演繹法）

抽象

パターン化

①グルーピング

②抽象化

③構造化

抽象

具体 具体

帰納法 演繹法

サンプルデータを集める！

図解化・図表化する！

共通項を抽出する！

23
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24講座ガイダンス動画を配信中！

☞具体⇔抽象をもっと学ぶには・・・

28

試験の達人×合格コーチ 対談シリーズ

サクッと解答
～民法①～

第３回

リーダーズ総合研究所

を変幻自在に操って

具体⇄抽象

27

28
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